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要 旨 現在，わが国のてんかん薬物治療では，単剤療法で最大耐用量まで十分使用して効果
を確かめ，効果が不十分であった場合に多剤併用療法の適応となる．本研究では，バ

ルプロ酸ナトリウム（Sodium valproate：VPA）およびカルバマゼピン（Carbamazepine：
CBZ）の臨床使用の現状，単剤療法と多剤併用療法の差異，多剤併用時におけるチトクロム
P450（Cytochrome P450：CYP）の影響および血中薬物濃度が有効性と安全性におよぼす影響
について検討した．VPAおよびCBZは単剤療法，併用療法ともに多く使用されており，VPAは
全般てんかん治療，CBZは部分てんかん治療の第一選択薬である現状が確認できた．また，
VPA，CBZともに単剤療法群での寛解率が高く，治療有効血中濃度以下であっても寛解する可
能性が示された．しかし併用療法における血中CBZ濃度は用量依存的に増加せず，有効性と安全
性の確認のためには血中濃度測定が必要と考えた．VPA，CBZの安全性については，単剤療法
よりも併用療法の方が副作用症状の出現頻度が高かった．さらに，抗てんかん薬の効果や副作用
の発現には個人差が大きいものと考えられることより，日常臨床では血中濃度を指標とした治療
効果の判定や副作用の予防・早期発見に留意が必要と考える．
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緒 言

　　現在，わが国のてんかん薬物治療では，単剤療
法で最大耐用量まで十分使用して効果を確かめ，効
果が不十分であった場合に多剤併用療法の適応とな

ることが多い．とくに難治性てんかんに対しては数
種類の抗てんかん薬の併用が行われることが多い
が，添付文書やインタビューフォームにおいて，て
んかん治療に対する薬物療法の多剤併用時の情報
は，単剤投与における情報よりもきわめて少なく不
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